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極限コヒーレント光科学研究センター  近藤 猛 

 

 今年 2 月 1 日付で極限コヒーレント光科学研究(LASOR)センターの准教授に着任いたしました。この場をお借りして、

自己紹介をさせていただきます。私は、2005 年 3 月に名古屋大学にて水谷宇一郎先生の研究室より竹内恒博先生直属 

の学生として博士課程を修了しました。その後一年は学術振興会の研究員としてマサチューセッツ工科大学(MIT)の 

Eric Hudson 先生の研究室に所属し、また 2006 年度からはアイオワ州立大学エイムズ研究所の Adam Kaminski 先生の

下でポスドクとして５年間を過ごしました。帰国後は物性研究所の辛埴先生の下で３年間特任研究員として研究を続けた

後、現在に至ります。以下、研究生活を通して振り返る私のショートストーリーです。 

 

「学生時代」 

 私は銅酸化物高温超伝導体の単結晶作りから研究を開始しました。この物質に関する研究はすでにし尽くされている感

がある中で、努力しても結晶を上手く作れない時期が長く続き、精神的にもかなりしんどかったのを思い出します。FZ 炉

に２日連続の徹夜で張り付いて監視したことや、徹夜明けのバイト(披露宴会場の配膳サービス)でお客の前で大あくびを

かいてしまいチーフからこっぴどく叱られたのも、今となっては懐かしい良い思い出です。当時の研究テーマは、角度分

解光電子分光(ARPES)で観測する電子構造をもとに電子輸送現象の特異な振る舞いの起源を解明することでした。幸い、

物性研の辛グループが開発した世界最高級の ARPES 装置を使う機会に私は恵まれました。しかし、マシンタイムが半年

に一週間程度と少なく、豊富とは言えないデータをいかに駆使して結果を導くかに苦心しました。物理学会では毎回必ず

発表すると心に誓っていたので、当然のごとく見切り発車の連続で、てんてこ舞いの記憶しかありません。 

 

「MIT で」 

 早く卒業すれば頂いていた学振 DC2 を PD に変換してどこへでも留学ができると分かって以来、博士 2 年での修了を

決意しました。業績が学位取得の条件を満たすか微妙な状況でしたが、竹内先生の強力な援助のおかげで目標を達成でき

ました。海外ならアメリカだ、とすぐに決心しましたが、配属先には悩みました。ARPES で運動量空間を観測してきた

ので今度は実空間だと、走査型トンネル顕微鏡(STM)の実験に興味を持ちました。MIT の Eric Hudson 先生が研究室を立

ち上げ途中だと聞きつけ、良い経験が出来そうだと、長文を書いてメールしたのですが一向に返事がなく、きわどい時期

になりかなり焦りました。「ポスドク時代は１年１年が勝負です。そのことは先生が一番良く理解されているはずです。期

日が迫っていますから返信だけでもよろしくどうぞ。」と熱いメールを再度送ったところ、やっとのこと返信(「君の言う

通りだ。遅れて申し訳ない。」といったようなすごく温かい内容でした。)を頂き、晴れて留学の道が開けました。あっと

いう間の滞在期限だったのですが、当時私と共に働いた３人の学生はすべて私が育て上げた単結晶を用いての測定結果で

博士論文を仕上げており、とても誇らしく思っています。 

 

「エイムズ研究所で」 

 アメリカでもう少しやってみようと思いましたが、海外学振の公募には落ちてしまいました。すぐに Eric にポスドクの

道をお願いしてみましたが、出来て間もない研究室の状況から資金的余裕もなく断念せざるをえませんでした。途方に暮

れていた時、研究室をちょうどスタートした Adam Kaminsk 先生(ARPES の達人)がポスドクを探しているとの情報を

竹内先生から聞き、即座に決心しました。いろいろとトラブルもあり、ARPES 装置が安定して機能するまでに２年以上

を費やしましたが、マシンタイムが足りなくて苦労した経験が学生時代にあるため、際限なく装置を使える状況がうれし

くて、週末を返上してまで実験に没頭しました。 

物性研に着任して 
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 私は工作が好きで、毎日のように工作室で作業をして過ごしたのですが、Adam 宅に招かれての最後の日に、デジタル

ノギスをプレゼントして頂きました。よく見ると、裏に「近藤猛 工作上手」と漢字で彼自身の手彫りがしてあり、それ

を見て思わず涙が出そうになりました。同じくエイムズ研究所所属で親しくして下さっていた古川裕次先生(NMR の達人)

から、ある日 Adam が適当な漢字を教えて欲しいと尋ねてきたのだ、と後になって教えて頂きました。このノギスは一生

の宝物です。 

 

「物性研究所にて」 

物性研に初めて来たのは学生時代に辛グループの装置をお借りしに来たときのことです。物性研近辺はなんだかキャン

パスらしくない近未来的イメージで、あたかも宇宙ステーションにでも舞い込んだような印象でした。ゲストハウスから

物性研に向かう途中の宇宙線研建物のそばにある摩訶不思議な丸い水たまりを眺めつつ、はてここからどんな宇宙船が飛

び立つのやら、なんて妄想したものです。そんな物性研も少しずつ身近な存在になり、それでもなお学生時代に通ってい

た自分を思い返すとまだまだ見合っていない存在の様でもあります。頭を垂れて何やら考えにふけりつつ廊下を歩く辛先

生に対し学生の自分には話しかけずらいオーラを(勝手にですが)感じていましたが、それも今となっては親しく接して頂

いており、これまた不思議なものです。何もかもまずは物性研が本当に自分の居場所だと気持ちを根付かせることからス

タートせねばなりませんが、「世界一の…」と宣伝できるような装置開発も視野に入れつつ、その名に恥じない活躍が出来

ればと意気込んでいます。 

 

こうして振り返ってみると、いろいろな幸運、そして素晴らしい方達との出会いが有って今の自分がいることに気づか

されます。これからもそれは同じでしょう。それも、一途に研究に取り組んできたおかげであり、その初心は忘れないで

いたいものです。まだまだ未熟で不安な点も有るのですが、物性研究所がますます発展しますよう微力ながら身を捧げて

行くつもりですので、今後とも何卒よろしくお願い致します。 

 

 

  


